
様式第１－１（第７条関係）

大 枚 112,000 円／枚 円 円

中 枚 80,000 円／枚 円 円

小 枚 32,000 円／枚 円 円

大 箇所 272,000 円／箇所 円 円

中 箇所 216,000 円／箇所 円 円

小 箇所 176,000 円／箇所 円 円

大 箇所 272,000 円／箇所 円 円

中 箇所 216,000 円／箇所 円 円

小 箇所 176,000 円／箇所 円 円

大 箇所 392,000 円／箇所 円 円

小 箇所 344,000 円／箇所 円 円

A-C ㎥ 225,000 円／㎥ 円 円

D-F ㎥ 338,000 円／㎥ 円 円

A-C ㎥ 80,000 円／㎥ 円 円

D-F ㎥ 137,000 円／㎥ 円 円

A-C ㎥ 280,000 円／㎥ 円 円

D-F ㎥ 420,000 円／㎥ 円 円

① 円

式 452,000 円／戸 円 円

台 168,000 円／台 円 円

台 184,000 円／台 円 円

式 437,000 円／戸 円 円

式 279,000 円／戸 円 円

台 63,000 円／台 円 円

式 510,000 円／戸 円 円

台 円

式 円

式 円

円

② 円

円

円

④ 円

⑤ 円

⑥ 700,000 円

円

※諸経費、値引き等がある場合は、全体工事費に占める補助対象工事費の率で按分し、実際の工事費に計上してください。
※消費税は補助対象工事費用に含まれませんので、補助申請額の算定には消費税を除く金額を記入してください。

小計（①＋②＋③）

補助金額の算定 ④×補助率（4/5）　　※千円未満切り捨て

上限額

節水型トイレ（掃除しやすい機能有）

高断熱浴槽

高効率給湯器

補助申請額（⑤、⑥のいずれか低い額）

Ｂ
　
設
備
の
効
率
化
に
係
る
工
事

内訳書

対象建物 申請者名

Ｂ≦Ａに補正

省エネ設計等に要する費用

Ａの合計額
※「モデル工事費（小計）」と「実際の工事費」のうち、いずれか低い額の合計

LED照明

Ｂの合計額
※「モデル工事費（小計）」と「実際の工事費」のうち、いずれか低い額の合計

節湯水栓

蓄電池

燃料電池システム

 補助対象工事 数量 モデル工事費（単価） モデル工事費（小計）

既存外壁、屋根・
天井、床の断熱
（使用する断熱材の区
分に応じた欄に数量
を記載してくださ
い。）

外壁

　屋根・
天井

床

既存開口
部の断熱
改修

窓

ガラス
交換

内窓設置

外窓交換

ドア

Ａ
　
開
口
部
や
躯
体
等
の
断
熱
化
に
係
る
改
修
工
事

その他
（③）

重量化に伴う構造補強工事（全体改修の場合のみ対象）

コージェネレーション設備

太陽熱利用システム

節水型トイレ（掃除しやすい機能な
し）

実際の工事費



様式第１－１（第７条関係）

大 枚 112,000 円／枚 円 円

中 枚 80,000 円／枚 円 円

小 枚 32,000 円／枚 円 円

大 2 箇所 272,000 円／箇所 544,000 円 円

中 箇所 216,000 円／箇所 円 円

小 2 箇所 176,000 円／箇所 352,000 円 円

大 箇所 272,000 円／箇所 円 円

中 箇所 216,000 円／箇所 円 円

小 箇所 176,000 円／箇所 円 円

大 箇所 392,000 円／箇所 円 円

小 箇所 344,000 円／箇所 円 円

A-C ㎥ 225,000 円／㎥ 円 円

D-F ㎥ 338,000 円／㎥ 円 円

A-C ㎥ 80,000 円／㎥ 円 円

D-F ㎥ 137,000 円／㎥ 円 円

A-C ㎥ 280,000 円／㎥ 円 円

D-F ㎥ 420,000 円／㎥ 円 円

① 600,000 円

式 452,000 円／戸 円 円

台 168,000 円／台 円 円

台 184,000 円／台 円 円

1 式 437,000 円／戸 437,000 円 円

1 式 279,000 円／戸 279,000 円 円

1 台 63,000 円／台 63,000 円 円

式 510,000 円／戸 円 円

台 円

式 円

式 円

円

② 600,000 円

円

円

④ 1,200,000 円

⑤ 960,000 円

⑥ 700,000 円

700,000 円

内訳書

対象建物 戸建住宅 申請者名 安城　太郎

 補助対象工事 数量 モデル工事費（単価） モデル工事費（小計） 実際の工事費

外窓交換

ドア

窓 内窓設置

400,000

200,000

ガラス
交換

既存外壁、屋根・
天井、床の断熱
（使用する断熱材の区
分に応じた欄に数量
を記載してくださ
い。）

外壁

　屋根・
天井

床

Ａの合計額
※「モデル工事費（小計）」と「実際の工事費」のうち、いずれか低い額の合計

Ｂ
　
設
備
の
効
率
化
に
係
る
工
事

太陽熱利用システム

節水型トイレ（掃除しやすい機能な
し）

節水型トイレ（掃除しやすい機能有）

高断熱浴槽 500,000

Ａ
　
開
口
部
や
躯
体
等
の
断
熱
化
に
係
る
改
修
工
事

既存開口
部の断熱
改修

高効率給湯器 300,000

節湯水栓 70,000

蓄電池

Ｂ≦Ａに補正

燃料電池システム

コージェネレーション設備

LED照明

Ｂの合計額
※「モデル工事費（小計）」と「実際の工事費」のうち、いずれか低い額の合計

779,000

※諸経費、値引き等がある場合は、全体工事費に占める補助対象工事費の率で按分し、実際の工事費に計上してください。
※消費税は補助対象工事費用に含まれませんので、補助申請額の算定には消費税を除く金額を記入してください。

その他
（③）

省エネ設計等に要する費用

重量化に伴う構造補強工事（全体改修の場合のみ対象）

小計（①＋②＋③）

補助金額の算定 ④×補助率（4/5）　　※千円未満切り捨て

上限額

補助申請額（⑤、⑥のいずれか低い額）

【記入例】
・ 消すことができるインクのペンで記入した書類、修正液や
砂消しゴム等を使用した書類は認められません。
・ 文字が枠内に収まるように記入してください。

開口部のサイズは
リーフレットを参照してください

断熱材の区分は
リーフレットを参照してください

単位は㎥（立方メートル）です

２か所以上の窓を改修する必要が
あります。
詳細な補助要件はリーフレットを
ご確認ください。


